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学校運営
協議会

地域学校
協働本部

1人

旧新旭町出身の偉人「清水安三先生」（桜美林学園創設者）のように新旭地域の子どもたちが困難にめげず、たくましく優しく育つ
ことを願って、協働本部の拠点を「学而事人（学んで人に事える）室」と名付け、地域の子どもは地域で育もうとボランティアを募り、
学校ごとに組織化（湖西中の「むくげの花の会」、新旭南小の「夢の会」、新旭北小の「希望（のぞみ）の会」）した。会の名称を安三
先生にちなんだものにすることで、地域住民や関係者が協働活動に親しみを持って関わり、学校ごとに目標を共有して特徴ある取
り組みが行われている。学校支援の活動はこれまでにも単発的に行われていたが、支援組織が定期的に話し合いを持つことで年
間を通じ継続した活動が行われている。また、組織のリーダーを学校運営協議会の委員に委嘱することで、CSと協働活動の連携
が進み一体的な活動が展開されている。

配置人数 地域学校協働活動
推進員等の数

代表的な活動の写真等を貼り付けてください
（推進員等の集合写真、活動場所の写真、
活動のロゴマーク等活動を象徴するもの）
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等との連携

協働活動
開始年度

地域と学校がつながり響き合う教育を目指して
　～新旭地域学校協働本部～

滋賀県高島市
●活動名 ●関係する学校名

新旭地域学校協働本部 高島市立新旭南小学校 高島市立新旭北小学校 高島市立湖西中学校  

138人

延べ登録人数ボランティア
の数

地域課題解決学習

統括的な地域学校協働
活動推進員等の数

配置人数
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0740-25-8565

参考URL http://www.scl.city.takashima.shiga.jp/kosei-jhs/information/gakuji.htm

●連絡先 高島市教育委員会事務局　社会教育課
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活動の様子（写真）等
を貼り付けて下さい

活動の様子（写真）等
を貼り付けて下さい

【実施に当たっての工夫】

町内３校の教職員の共通理解が大切と考え、協働本部の方針や活動の計画や報告等を情報提供するため、推進員が「学而事人室
の窓」を毎月２、３回発行した。また、推進員が中心となって各校に「支援の会」を結成し、月１回の定例会を開催し、前月の活動報告
や学校の支援要請への対応等を協議するシステムを構築した。

・社会教育関係（社会教育委員、公民館、青少年育成学区民会議など）や福祉関係（社会福祉協議会、民生委員児童委員、日赤
奉仕団支部など）の団体との連携・協働を進め、小・中学生の体験活動や地域貢献活動の場を広げる。
・今後は町内の保育・幼稚園や学童保育所にも支援・協働活動の輪を拡げ、地域ぐるみの子育てにつなげていく。

【関係機関・団体等との連携状況】

・学校の声　　「学校の要請に、ほぼ１００％応えていただけた」「教師の負担が減って、子どもに関わる時間が増えた」（いずれも小学
校）、「生徒の聞く姿勢が良くなった、明るいあいさつが増えた、遅刻がほとんどなくなった、学習への構えが良くなった、保護者の苦情
が減ったなど、大きく学校が変わってきた」（中学校長）
・地域の声　　「学校に入りやすくなった」（地域ボランティア）、「地域の方の力を感じる１年でした。子どもが何事にも熱心に取り組む姿
は素晴らしい。数年前よりむっちゃ素晴らしい雰囲気です。」（保護者）
・特に下校見守り活動が充実し、町内での不審者情報がなくなり、運転者の交通マナーも向上した。

【学習支援内容】小学校では日々の授業支援や低学年を対象とした週２回の学習支援、中学校では夏休み期間の補充学習や入試
前の模擬面接など多様な支援活動を行っている。
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● その他

● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

● 活動の特徴・工夫

小学校では『徹底した学校支援活動』を目指し、「下校見守り隊の結成」「校庭の草刈り･剪定」「図書室整備」などできることなら何でも
学校の要請に応える。他にも調理･ミシン、電動糸ノコ、九九暗唱確認、学校行事の支援など毎日のようにボランティアが学校に出入り
している。また、「地域の人が校内に入って生徒に声をかけてほしい」との中学校の要請に応え、『学而事人おはようミーティング』を
H30年度から１日も欠かすことなく続けてきた。会員が都合のよい日に、始業前に校門や昇降口、校舎内で挨拶・声かけをする。会員
と生徒、教師と会員、会員同士の絆がより深まり、新しい「支援活動」がこの場で産み出されている。

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

こんな

活動です


